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1.研 究 目 的

宰

日本語と韓国語は文法構造の面から見るとよく似ている言語だと言われているが，実際

は，音鶴構造の枠組では相違点が少なくない。しかも，細部では音声的な特微に大きな相

違が認められ，韓国語話者の日本語学習に大きな障害となっている。従って，韓国語話者

に対する日本語の音声教育は，両言語の音韻構造を音声レベルで細かく対照分析し，その

結果に基づいて行わなければならない。

ところが，韓国語を母語とする日本語学習者において，日本語と韓国語との音額体系の

違いから起こりうる音声上の問題点については，すでに多くの先行研究によって指摘され

てきたが，それらは，日本語の問題点が韓国人話者にとってどの程度難しいのか，それら

の音声上の誤りの傾向はどうなっているのか，またその原因は何であるのか，さらに，そ

の問題点が語レベルで現れる場合と文レベルで現れる場合とでどのように相違するのかに

ついてはあまり言及されていない。そこで，本研究ではこれまで先行研究に指摘されてき

たいろいろな問題点の内容について，日本語の初・中級段階の韓国人話者を対象にアンケ

ートおよびテストを用いて調査を語レベルと文レベルで行うことにする。

また，発音と聞き取りの両テストの結果に基づいて，語と文レベルで，それぞれの難易

度および誤聴率を求める。また，両テストの結果から，発音する場合と聞き取る場合の難

易度と誤聴率の関係はどうなるのかを知ろうとする。さらに，初級学習者の結果と中級学

習者の結果を比較し，それらの誤りの傾向と原因についても若千考察を加えて，韓国人話

者に対するより効果的な日本語音声の教授法を開発するための基礎的な資料を提供する。

2.研究 方法

2. 1 調 査 方 法

調査は先行研究(!)によって指摘されているいろいろな問題点の内容をもとにし，それら

に当てはまるテスト項目とアンケート項目を作って調査を行った。調査の順序はまず本調

査にはいる前にアンケート調査を行い，それから聞き取りテスト 1（語レベル）と聞き取

りテスト 2 （文レベル）を全員に (1年生： 35名， 3年生： 29名）に行った。次に発音

テスト 1• 2を1年生 10人， 3年生 10人を対象に行った。調査のしかたは，聞き取りテ

ストは日本語話者(2)が調査項目を発音したテープをテープレコーダーで被調査者に聞か

せ， 3つの項目から最初に聞いた項目と同じものを選ばせることにした。聞き取りテスト
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はテスト 1・ 2ともに信頼性を高めるため， 3回（調査項目の順はランダムである）ずつ

行った。発音テストは調査項目を被調査者に読ませてテープレコーダーに録音した。

2.2 調査内容および項目

本研究に用いられた調査内容は，先行研究に指摘されている諸問題点の内容をもとに

し，調査項目はそれらに当てはまるものを選んで作成した。調査項目の種類はアンケー

ト，発音テスト 1・ 2, 聞き取りテスト 1・ 2で，それぞれ23問ずつである。特に，発

音と聞き取りテスト 2の調査項目は発音と聞き取りテスト 1の調査項目（単語）からなる

短い文で作成した(3)（調査項目については表1~6を参照）。調査内容は次のようである。

1.／ウ／の音 2．母音の無声化 3．語頭の無声破裂音／k,p,t/

4．語中の無声破裂音／k,p, t/ 5．語頭の有声破裂音／k,p, t/ 6．語頭の／ツ／

7．語頭の／ザ／行音

10．促音

13．長音（語頭，語尾）

2.3 被調査者

8．語頭の／ラ／行音

11．拗音

9．語中の／ハ／行音

12．撥音

韓国の全北大学校の日語日文学科の 1年生 35名と 3年生 29名を被調査者とした。本研

究では日本語を習い始めて 1年目である（何人かは高校で第 2外国語として日本語を学習

した経験がある） 1年生を初級学習者に，また 3年目である 3年生を中級学習者と見なす

ことにする。調査は 1988年 10月24日と 10月25日の二日間にわたって，韓国の全北大

学校のクラスで行った。

2.4 調査結果の分析法

本研究では次のように調査結果の分折を行った。

まず，アンケート調査では調査項目に対して五段階に分けて評定を行い，それぞれの段

階の項目を点数に換算し，その総計を被調査者の人数で割り，難易度の平均評定値を求め

た（「非常に難しい」 5点，「難しい」 4点，「普通」 3点，「易しい」 2点，「非常に易し

い」 1点）。また発音テストでは，調査項目を被調査者に読んでもらって録音したテープ

を，日本語話者 3人に 2回聞かせて評定を行った。評定は，被調査者の調査項目の発音が

自然な日本語であれば「 1」で，自然な日本語ではない場合は「一1」，その中間段階を

「O」にした。評定の結果から平均難易度を求め，また，被調査者の発音が誤っていた場

合はその音を備考欄に書いてもらって，被調査者の発音上の誤りの傾向を求めた（但し，

発音テスト 2では被調査者に読んでもらった文の中で調査の対象である単語だけに評定を

行った）。そして聞き取りテストは三肢選択式のテストを 3回行い，誤った答えの合計を

被調査者の人数で割り，誤聴率を求めた。

3. 調査結果および解釈

3. 1 アンケート調査の結果

表 1は，初級学習者の男子6名と女子29名，計 35名の被調査者の評定に基づく日本語

の発音と聞き取りの難易度の平均評定値を示している。この表で 1点が最もむずかしく，

5点が最も易しいので，平均評定値が高いのが難しいものになる。表 1から，初級学習者
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表 1 初級学習者のアンケートの結果の分析表

発 音 聞きとり
内 企沢 調査項目

難易度 1順位 難易度 1 順位

／ウ／の音 [m] 
I うえ

I I 1.83 I I 21 I 2.60 I I I 94 

母音の無声化 | ＜さ 2.46 u I I 2.51 19 

[kh] Iかんこく
I I 22.. 2n 3 I I I 18 3 23..409 3 I 20 3 

語頭の無声破裂音 [ph] 
II ぴったり

[th] てんき I 2.34 1s I 2.60 I 14 

[k] Iせいかつ I 2.40 I I 13 I 2.46 I 22 

語中の無声破裂音 [p] Iせんぱい I I 2.03 21 I I 2.49 I 20 

[t] Iはいたっ 2.43 I I : 12 2.54 I I 11 

[g] lがっこう I 2.37 14 I 2.69 10 

語頭の有声破裂音 [b] Iばんこく I I 2. 31 11 I 2. 74 I I s 

[d] Iだしヽ がく 2. 54 I s I 2. 66 11 

語頭の／ツ／
I 

[ tshru] 
Iつくえ l I 2.69 

5 | | 2. 80 | 7 

[dza] 
II ざっし

2.51 I 9 2. 57 I 16 

[dzur] ずっと 2.69 s I 2.91 I 5 
語頭の／ザ／行音

Iぜんぜん I 2. 34 I 15 I 2. 54 I 11 [dze] 

[dzo] ぞう 2. so I 2 I I 2. 74 I I s 

語頭の／ラ／行音 らいげつ 1. 74 I 22 2.40 23 

語中の／ハ／行音

促音 Iいっち 2.49 10 I I 2.86 6 

拗音 I りゅうがく 2. n I 3 3. oo 4 

拗音
Iせんせい I I I 2.20 I I 19 2.63 I I 12 

語頭
II そうじ 2.57 7 I I 3.34 1 

長音
がくしゅう| 2. 89 I 1 3. 09 I 2 語尾

が日本語の単語を発音する場合，平均難易度は 2.41で，最も難しいと判断された項目

は語尾の長音の「ガクシュウ」で，難易度は 2.89である。それに対して，最も発音し易

いと判断されているのは語頭／ラ／行音の「ライゲッ」で，難易度は 1.83である。また，
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表 2 中級学習者のアンケートの結果の分析表

発 音 聞きとり
内 合沢 調査項目

難易度 1順位難易度 I順位

／ウ／の音 [m] 
I うえ I I 1. 86 I 22 I 2. 41 14 

母音の無声化 | ＜さ 2.23 I I 1s I 2.49 20 

[k可 Iかんこく
I I 2.s2 1_1 I I 2.10 I I 22 

語頭の無声破裂音 [ph] 
I| ぴったり 2.ss I | 9 2.34 17 

[th] てんき ¥ 2. 59 7 ¥ 2. 59 ¥ 10 

[k] 
II せいかつ I | 2. 28 I 16 I 2.11 I 20 

語中の無声破裂音 [ph] せんぱい 1.97 I 19 I I 2.20 I 19 

[t] Iはいたつ 2. 55 I 9 2. 45 I 13 

[g] Iがっこう I I 2.97 I 3 I 2.s3 I s 

語頭の有声破裂音 [b] Iばんこく 2.28 I 16 I I 2.59 I I 10 

[d] Iだいがく ¥ 3. oo I 2 2. 93 2 

語頭の／ツ／ [tshw] つくえ
I I 3.17 I 1 I 3. 03 I 6 

[dza] 

II ざっし
2.34 I I 15 I I I 2.38 I I 16 

[dzm] ずっと 2. 66 5 2. 66 9 
語頭の／ザ／行音

I I 2.03 I 18 2.31 I 1s [dze] ぜんぜん

[dzo] ぞう 2.41 I 13 I | 3.10 I 4 

語頭の／ラ／行音 I らいげつ I 1. 83 23 2.10 I 44 

語中の／ハ／行音 Iあさひ |I 1.93 I 20 I 2.49 I 12 

促音
II I いっち 2.41 I 13 I 3.07 I I s 

拗音 りゅうがく 2. 38 I 4 I 3. 24 1 

拗 音 せんせい | 1. go I 21 I 2. 14 I 21 

語頭
I Iそうじ |I 2.59 7 I | 3.17 I 

3 
長音

語尾 がくしゅう 2.66 I 5 3. 21 2 

問題点の内容別に見ると長短母音の区別と語頭の／ザ／行音，拗音などが発音しにくいと

判断されている。

また日本語の単語を聞き取る場合，平均難易度は 2.71で，被調査者に最も難しいと
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感じられているものは語頭の長音の「ソウジ」では難易度が 3.34である。それに対して，

最も易しいと判断されているものは語頭の／ラ／行音の「ライゲツ」で，難易度は 2.40

である。また，問題点の内容別にみると長短音の区別，拗音，促音，撥音などが難しいと

判断されている。

次に表2から，中級学習者が，日本語の単語を発音する場合，平均難易度は 2.43で，

最も難しいと判断されたのは語頭の／ツ／音の「ツクエ」で，難易度は 3.17である。そ

れに対して，最も易しいと判断されたのは語頭の／ラ／行音の「ライゲツ」で，難易度は

2.10であった。また，問題点の内容別に見ると長短母音の区別，語頭の有声破裂音，拗

音などが発音しにくいと判断されている。

また，日本語の単語を聞き取る場合，平均難易度は 2.61で，被調査者が最も難しいと

感じているものは拗音の「リュウガク」で，難易度は 3.24である。それに対して，最も

易しいと判断されているものは語頭の無声破裂音／k／の「カンコク」と語頭の／ラ／行

音の「ライゲツ」で，難易度はともに 2.40である。また，問題点の内容別に見ると長短

音の区別，語頭の／ザ／行音，促音などが難しいと判断されている。

次に，初級学習者の発音と聞き取りの難易度の平均評定値から，同じ調査項目について

発音するより聞き取る方が難しいと判断されたのは， 23の調査項目の中で 22項目であ

る。また平均難易度の値から見ても，聞き取りのほうが 2.71で，発音の 2.41より高

い。従って，初級学習者においては，発音するより聞き取る方がより難しいと感じてい

る。

次に，中級学習者の発音と聞き取りの難易度の平均評定値から，同じ調査項目について

聞き取るより発音するほうが難しいと判断されたものには，語頭の無声破裂音／k／と／

p /，語頭の有声破裂音／g／と／d/,語頭の／ツ／音などがある。これに対して発音

するより聞き取る方が難しいと判断されたものには，長短音の区別，拗音，促音，語頭の

／ゾ／音などがある。発音と聞き取り両方とも難しいと判断されたものには，最短音の区

別，拗音，語頭の有声破裂音／ g／と／d/,語頭の／ズ／，／ツ／音などがある。また

平均難易度の値から見ると，聞き取りの 2.61が発音の 2.43より少し高い。

以上の分析結果から，初級学習者と中級学習者の発音の評定の結果を比較してみると，

初・中級学習者の平均難易度はそれぞれ2.41と2.43で，それほど差は見られない。ま

た，両グ）レープの評定で同じ調査項目であるが難易度の評定値の差が大きく見られるもの

には，語頭の有声破裂音／g/（初級： 2.37,中級： 2.97)，語頭の有声破裂音／d/（初

級： 2.54, 中級： 3.00)などがある。

次に，両グ）レープの聞き取りの評定の結果から，初・中級学習者の平均難易度はそれぞ

れ2.71と2.61である。両グ）レープの評定で同じ項目であるが難易度の差が大きく見られ

るものには，語頭の無声破裂音／p/（初級： 3.03,中級： 2.34)，撥音（初級： 2.64，中

級： 2.14)などがある。

結論として，初級学習者においては，日本語の単語を発音するより聞き取るほうがより

難しいと思われる。また，中級学習者においても初級学習者の結果と同じ傾向が見られ

る。
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3.2 発音テストの結果

表 3は，初級学習者の男子 3名と女子7名，計 10名の発音テストに基づく日本語の発

音の難易度の平均評定値を示している。表 3から，難易度の最大値は 2.57で，その項目

は語頭の／ゾ／音の「ゾウセツ」である。これに対して難易度の最小値は 1.03で，その

項目は語中の無声破裂音／p／の「センパイ」と撥音の「シンプン」である。

次に，日本語の発音テストを文レベルで行った場合，発音の難易度の最大値は 2.40で，

その調査項目は「ゾウセッ」である。これに対して最小値は 1.13で，その調査項目は促

音の「キッテ」である。

次に，初級学習者が，日本語の発音テストを語レベルで行った場合の結果と文レベル

で行った場合の結果とを比較してみると，同じ調査項目において語と文の両レベルでと

もに難しいと判断されるものには，語頭の／ゾ／と／ズ／音，語中の無声破裂音／k/,

語頭の有声破裂音／g/,語頭の／ツ／音，そして語尾の長音などがある。また語と文両

レベルで難易度の差が大きく見られるもので，語レベルで発音する方が難しいと判断され

るものには語尾の長音がある。これに対して，文レベルで発音する方が難しいと判断され

るものには語頭の／ザ／音と語中の／ハ／行音がある。全体的な難易度は語レベルの平均

難易度が 1.737で，文レベルの平均難易度は 1.736である。従って，初級学習者が語のレ

ベルで日本語を発音する場合と文のレベルで発音する場合，難易度の差はそれほどないと

判断される。

表4は，中級学習者の男子 1名と女子9名，計 10名の発音テストの結果分析表である。

表 4から，難易度の最大値は 2.70で，その調査項目は語頭の／ゾ／音の「ゾウセッ」で

ある。これに対して，難易度の最小値は 1.00で，その調査項目は撥音の「ジンブン」で

ある。難易度の評定値から，中級学習者において，語レベルで発音する場合かなり難しい

と判断されるものには，語頭の／ゾ／と／ズ／音，語頭の／ g／と／d／音などがある。

次に，日本語の発音テストを文レベルで行った場合，難易度の最大値は 2.17で， その

調査項目は語中の／ハ／行音の「アサヒ」である。これに対して，最小値は 1.00で，そ

の調査項目は撥音の「シンブン」である。難易度の評定値から，中級学習者が文レベルで

発音する場合，かなり難しいと思われるものには，語中の／ハ／行音，語頭の／ゾ／音と

／ズ／音，そして拗音などがある。

次に，中級学習者において，日本語の発音テストを語レベルと文レベルで行った結果を

比較してみると，同じ調査項目において語と文の両レベルでともに難しいと判断されるも

のには，語頭の／ゾ／と／ズ／音，語尾の長音などがある。また，語と文の両レベルにおいて

難易度の差が大きく見られるもので，語レベルで発音する方が難しいと判断されるものに

は語頭の有声破裂音／g／と／d/,語頭の／ゾ／音，促音，語頭の長音などがある。これ

に対して，文レベルで発音する方が難しいと判断されるものには語中の／ハ／行音と拗音

がある。全体的な平均難易度は語レベルと文レベルがそれぞれ 1.56と1.41となっている。

さらに，語レベルの初級学習者と中級学習者の結果を比較してみると，初級学習者と中

級学習者の平均難易度はそれぞれ 1.74と1.56となっている。両グループのテストで同じ

闘査項目であるが難易度の評定値の差が大きいものには，語中の無声破裂音／k/（初級
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表 3 初級学習者の発音テストの結果の分析表

語レベル 文レベル
内 容 調査項目 1 

ー1|o 1 | | ~ 1.1.D 5053|1 1 0D -11I 。1I 1 | D |0D 
／ウ／の音 [w] Iうお | 21 6122 20| 1 4 10 1611.60113 
母音の無声化 1き< | 2 I 11 11 I 15 31 s j 1911. 47115 

[kh] けんきゅう| 4 I s 18 I 14 I 1 I s I 21 11. 331 19 

[th] とうきょう| 9 11 j | 10 1.913外18 1 16 13 13 
[k] がいこ< |10 114 6 2. 4 113 11 6 2 

語中の無声破裂音 [p] せんぱい | o I I 1 I 2911.031 22 I o I I 6124 22 
[t] ふたっ 8 151 7 2.~ 叫6 3 231 I 4 8 
[g] げんこう 11 7 12 1. 8 13 10 7 3 

[d] でんき |13 I I 2 1512.001 1 I 10 I I | 4 I I 16 12 
語頭の／ツ／ ［ts•m]I つくえ 1 8 18 4 || 2.131 4 | 3 24 3 7 

[dza]ざっし I | 41 7 19 1.50115 I 12 12 I 612.20叫1 a 

語頭の／ザ／行音 ー
[dzm]ずつう 13 | 13 | 4 | I 3 | I 11 | I 11 | 8任1ド1. 5-
[dze]ぜんぜん 01I 15 15 15 1 9I 120 37118 
[dzo]ぞうせつ 19 9 2 1 16 10 4 1 

語中の／ハ／行音 あさひ |4 15 I 11 11. 111 I 11 I s I I 16 I I 6 ¥2. 6 
促音 Iきって I I 2 I 2 I I 2611. 20 21 I I I 1 2幻 |I1. 13123 
拗音 はっびゃく 311512 11. 101 12 s I | 9113 1. s斗11
拗音 iしんぶん |o I 1I2911.03122 1 s I I 24 JI 1.23121 

語頭そうじ 5 4| 21 1. 18 2 | 3 25 1. 2i 
長音 語尾 IIこしょう .|20.15.15! 12叫~211111121．~吋8 
D：難易度の評定値

OD：順位

ー 1:意味が分からない。

0:意味は通じるが自然な日本語ではない。

1:自然な日本語である。
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表 4 中級学習者の発音テストの結果の分析表

語レベル 文レベル
内 合六 調査項目

-1| o 1 | D |0D -1 I O 11 I D I OD 

／ウ／の音 [m] Iうお 1 。I2 I I29化叫吋畔22I I 41 41 22 11. 40113 
輝 の 無 声 化 Iき< |I 1 I 5 2411. 19 o I 3I 町 1.51001 1 19 

[kh] II げんきゅう 2 I I 5 I 23 1I I 1. 16 I 41 7 19 1I 1. 9 
語頭の無声破裂音 [p•] パンや | 0 7 | I 23 1.6233| 1 19 | o | 6 | 24 1.20| 17 

[th] Iとうきょう| 7 I 5 18 1. s I 1 I 3 26 11. 1111s 

[kl II I かいこく 1I 4141I 221I 1.40115[ I I 718 1511.7315 
語中の焦声破裂音 [p] せんぱい o I 4 30 1.21I 117 o I I 2 28 j1.01j 21 

[t] ふたつ 1I12| 11711.47 13 5 9 1611.631 7 

[g] Iげんこう I 14 [ I 4 42 [I I 2. 071 31 I 61 I 2 22 11. 47111 
語頭の有声破裂音 [b] II ばんぐみ | 6 61I 18 1.601 I 9 5 7 1811.571 8 

[d] でんき |131 2 15 1. 93 41 61 1 23 11. 43112 

語頭の／ツ／ ［tshw] I Iつくえ | o I s I 22 1~ F 1. 731 6 o I 15 1511. sol 9 
[dza]ざっし | 5 | 6 | 19 .53| n | I 2 | I 8 20 1.40| 13 

[dzm]II | ずつう |I 10 I 15 | I 5 . 17| 2 6 16 8 1.031 2 
語頭の／ザ／行音

[dzm]ぜんぜん o 113 11 11.431 141 I I o I I I 9 21 ll.3q I 1s 
[dzo]ぞうせつ 1| 211 91 01121.117011 1 10 8 1211.93 2 

語頭の／ラ／行音 Iらいげつ o I s I 2s . 21 3 1 1I 261P 1. 23116 
語中の／ハ／行音 1あさひ 1 。II s I 221I 1.叫11110115 5 .171 1 
促 音 Iきって |I 6 91I 151.701 71 71 31切 /I1.10119 
拗 音 1はっぴゃく 2 I 12 1611.53112 I I 7111 I 12 1.831 I | 4 
拗 音 Iしんぶん |0 I O I 30 11. ool 23 0 I O I 30 11. 00 23 

長音 語頭 II そうじ |4I 10 I I 16 [I 1.601 91 o I 2 I 28 11. 01 21 
語尾こしょう |4 I 5 11 1. nl 5 I 5 110 115 11. 661 6 

D ：難易度の評定値

OD：順位

ー1:意味が分からない。

〇：意味は通じるが自然な日本語ではない。

1:自然な日本語である。
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: 2.13, 中級： 1.40)，語頭の／ツ／音（初級： 2.13, 中級： 1.73)，語尾の長音（初級：

2. 50, 中級： 1.77)などがある。また，初級学習者と中級学習者にとってともに難しいと

判断されるのには，語頭の／ゾ／と／ズ／音，語頭の有声破裂音／ g／と／d／音などが

ある。

また，文レベルでの初級学習者と中級学習者の結果を比較してみると，初級学習者と中

級学習者の平均難易度はそれぞれ 1.74と1.41となっている。両グループのテストで同じ

調査項目であるが難易度の評定値の差が大きいものには，語中の無声破裂音／k/（初級

: 2. 23, 中級： 1.73)，語頭の／ツ／音（初級： 2.00, 中級： 1.50)，語頭の／ゾ／音（初

級： 2.20, 中級： 1.40)などがある。また，初級学習者と中級学習者にとってともに難し

いと判断されるものには，語中の／ハ／行音，語頭の／ゾ／と／ズ／音，語頭の有声破裂

音／ g／音などがある。

発音テストの結果では，初級学習者の場合，発音の難易度は語と文の両レベルにおい

てほぼ同様である。中級学習者の場合は，文レベルより語レベルのほうが難易度が高い。

特に，文レベルの評定では，被調査者の日本語の発音が「意味は通じるが自然な日本語で

はない」の「 0」と判定されたものが数多くあった。これは，日本語話者が文レベルで評

定を行った場合は，語レベルでの評定と違って文脈の情報の影響があるためであると考え

られる。つまり，これは文レベルでは語レベルよりある程度誤りの許容度が認められるこ

とであると思われる。

3.3 聞き取りテストの結果

表5は，初級学習者の男子6名と女子29名，計 35名の日本語の聞き取りテストの誤聴

率を示している。表5から，聞き取りテストを語レベルで行った場合の結果を見ると，誤聴

率の最大値は／ウ／音の「ウソ」の 49.5％で， 105回のうちに 52回を誤ったことより，

最も難しいものと思われる。これに対して，語頭の無声破裂音／p／の「ヒ゜ッタリ」と語頭

の長音の「ホウホウ」の場合は 105回のうち 1回も誤らなかったので，それほど問題にな

らないと思われる。全体的にみると，初級学習者において難しいと思われるものには／ウ

／の音をはじめ，撥音，語中の／ハ／行音，語頭の／ゾ／音などがある。特に破裂音で

は，語頭の有声破裂音が他の破裂音よりかなり難しいと思われる。

次に，日本語の聞き取りテストを文レベルで行った場合，誤聴率の最大値は語頭の有声

破裂音／ g／の 57.1％で， 105回のうち 60回誤り，最も難しいと判断される。これに対し

て，誤聴率が2.9%の無声破裂音／p／は 105回のうち 3回だけ誤り，それほど問題にな

らないと思われる。全体的に見ると，初級学習者にとってかなり難しいと思われるものに

は，語頭の無声破裂音／g/,語中の／ハ／行音と語頭の／ザ／と／ゾ／音などがある。

そこで，初級学習者において，日本語の聞き取りテストを語レベルと文レベルでの結果

で比較してみると，同じ調査項目において語と文の両レベルともに難しいと思われるもの

には，／ウ／の音，語頭の／ゾ／音，そして語頭の有声破裂音の／ g／などがある。ま

た，語と文の両レベルで誤聴率の差が大きく見られるものには，語頭の有声破裂音／g/

と／d/,語頭／ツ／，語頭の長音などがある。全体的に見ると，中級学習者において，

語レベルより文レベルで聞き取るほうがより難しいと思われる。
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表 5 初級学習者の聞き取りテストの分析表

語レベル 文レベル
内 合沢

調査項目 正解 1 I 2 I 3|(ら|OD1 | I 2 | 3 |ふ|OD
「ウ」の音 [m] Iうそ

母音の無声化 | ＜つ

21I 521531I 0149外011141 46118巳120.01 5J 
2 19 I I 73 13 r1. s I 7 I 83 I I | 1s.91 11 

[kh] Iけんこう 2 I 15 83 I 1114. ~ 13 I rn I 78 91| 11.11 14 
語破裂頭音の無声 . [p'] I| ぴったり 11103121 ol 01221I 621I 40 3 2.9123 

[th] とうとう 1 I 93 I 1 112 111. 4115 84 15 I 6 114. 3115 
[k] Iこうかい 3 I s / 2 I 95 / 7. 61 18 I 12 I 42 I 51 /11. 4117 

語破裂中音の無声 [p] Iせんばい 2[ I 211021112.9119131I 1041I 11I 3-~21 
[t] Iかたち 2 11 191 I 31| 10. 5111 I 5 57 43 4. sl 20 
[g] Iごうけい 2 I o I I s3 I I 22 21.ol 9I 123145I 137 ls1.1I I 1 

語破頭裂音の有声 [b] Iぽうめい 2 115 88 1 114. 3113 13 I 89 3 112. 4 16 

[d] どくしん 3 I 12 I n I s2 l11.~ 01 1s I 3 I 32jI 10130.~ 11 9 
語頭，ツ／ ［tshtu] つうやく 2 I 19 I I ss I I 1 119. 10 I I 31 166 s 137. 6 

[dza] ざぶとん 2 I rn 72 14 131. 41 6 13 I ss I 34 144. 3 

音 dze] Iぜんぶ |I 11叫 1I J O 0.912119912/ I 415.7119 
[dw] II ぞうせん 2 I I 6165 3413s.1I 3 I 101I 60 35142.91 I 4 

語頭の／ラ／行音 れんら< |2 33 I 30 I 42 131. 41 6 I 33 21 145 131. 4 s 

語中の／ハ／行音 I にほんこ: I I 3 I 18 I 23 I 64 139. ~ 11 2123 I 29 I 531I 49. 51 2 
促 音 もってきて 2I 15 I | 3 I s1 l11. 11 I 291 5171 32. 41 7 
拗 音 Iひゃ< |I 21 2 1021 1 12.91191 21 2 I 10213.8121 
拗 音 1せんせい 2 I 27 I 38 I 40 138. 1/ 3 I 22 I 59 I 24 122. 9110 

長音 語 頭 Iほうほう 31191I ols6101221況 |19I 62 118. 11 12 
語 尾 ぜ い せ い |1 I n 34 I o 132. 41 5 I 73 I 22 110 I 9. 511s 

表6は，中級学習者の男子1名と女子28名，計29名の日本語の聞き取りテストの誤聴

率を示している。表6から日本語の聞き取りテストを語レベルで行なった場合，誤聴率の

最大値は60.9%の／ウ／音である。これに対して，誤聴率0％の調査項目には語頭の無声
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表 6 中級学習者の聞き取りテストの分析表

語レベル 文レベル
内 容 調査項目正解 E E 

1 I 2 I I 3 lc%)l 10 1 I 2 I 3 lI I e%)! 00 

／ウ／の音 ［tu] II 沢 | 2 I I 53134 o 1I 60.91 1 I I 101661I 11.5 91 9 
母音の無声化 くつ |2 15160112 31.~ 外25176 6 12.~ 叶31 8 

[k汀 Iけんこう | 21 51791 315-121121I 681 11I 11. 9 
誓雷誓無声 ［四 1ぴったり | 1lI ssl 21 21 I olI 20l1s 01 910. 11 

[th] Iとうとう I 1 861 1 I o 1.1 17 I I 80 I I I 61 I I 116.9113 
[k] こうかい 31 3 4180 14. 6113 4 3 80 12. 9117 

醤姦畠無声 [p] I Iせんぱい I I 2 I 2I 1 s5 I o 12.~ 15 I I 2 84 1I3.4I 116 
［t] ！かたち I 2 I 4 I s1 I 214. 13 2 I | 16 912.3 19 
[g] Iごうけい | 2 1 I 64 I 22 126. 4 7 46 I 34 . 1 

[cl] どくしん | 3 I s 517419.21 n I | o 13 I 74 • 6 
語頭，ツ／ 国］ 1つうや< I 2 I | I 2 2 I I 885 5I 1 o O I ~2. -~ ~ 115 5 1 7 75 75 I I 55 1I 13. 1 

[dza] Iざぶとん | 2 15 I 66 I 6 . 11 5 I o 65 22 25. 31 4 
／語頭ザ／の [dzru]1 ず-.'いPぷJ,んA, I I a 3 1 1 I I s 8 I I 78 78 II oo.. a3l 1 19 19 I I o O I I I 1 1 I I 86 I 1.1120 

行音 [dze] ぜんぶ | 1 1 I 67 I | o I I o | o | 20 | 87 | o o 1I 。|23
[dzo] II ぞうせん | 2 18 61 s 129-~ I 31 5 I 55 I 21 36.sl 2 

語頭の／ラ／行音 れんら< |2 I 20 I 2s I 32 123. o 6 I 21 ! 44 I 16 131. o/ 3 
語中の／ハ／行音 I| にほんご I 31 31 1 I 11 111. sl 10 I 1 I s I s1 16. 9113 
促音 もってきて |31o I o I町 |o120 1I 14 I 1 I n 117. 21 s 
拗 音 Iひゃ< |2 I o I 87 I o I o I 20 o I s I 1 I 1. 11 20 
拗 音 I| せんせい I 2 I 11 I s6 I 14 l16. 91 s I 11 110 I ~ 16. 9113 

長音
語 頭 ほ う ほ う |3 j 15 I 1 I n I 1. 1! 17 I 4 I 1 I s2 11. 11 20 
語尾！ぜいせい |1 I 74 j 13 I O j14. 91 9 j n I s j 71 8. oj 12 

破裂音／p／と拗音，語頭の／ゼ／音，そして促音などがある。それらは87回のうちに

誤って判断されたものが 1つもなかったので，中級学習者にはそれほど問題にならないと

思われる。全体的に見ると，中級学習者にとってかなり難しいと思われるものには，／ウ
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／の音をはじめ，母音の熊声化，語頭の／ゾ／の音などがある。

次に，日本語の聞き取りテストを文レベルで行った場合，誤聴率の最大値は 47.1%の

語頭の有声破裂音／ g／で， 87回のうち 41回誤って判断された。これに対して， 誤聴率

が0％の調査項目は語頭の／ゼ／音である。全体的に見ると，中級学習者にとってかなり

難しいと思われるものには，語頭の有声破裂音の／g/,語頭の／ラ／音，語頭の／ゾ／

行音などがある。

そこで，中級学習者において，日本語の単語の聞き取りテストを語レベルと文レベルで

行った場合の結果を比較してみると，同じ調査項目において，語と文の両レベルともに難し

いと思われるものには，語頭の／ゾ／と／ザ／，語頭の有声破裂音の／ g／，そして語頭の

／ラ／行音などがある。また，語と文の両レベルで誤聴率の差が大きく見られるものに

は，／ウ／の発音，語頭の有声破裂音／b/,語頭の長音などがある。特に破裂音では，

語頭の有声破裂音のほうが他の破裂音より難しいと判断される。全体的に見ると，中級学

習者にとっても，語レベルで聞き取るより文レベルで聞き取るほうが難しいと思われる。

さらに，まず語レベルでの初級学習者と中級学習者の結果を比較してみると，初・中級

学習者の平均誤聴率はそれぞれ 19.1%と12.7%となっている。両グループのテストで同

じ調査項目であるが，誤聴率の差が大きく見られるものには，語頭の無声破裂音／ t/
（初級： 11.4%，中級： 1.1)，語頭の／ツ／音（初級： 19%，中級： 2.3%），発音（初級：

38.1%，中級： 16.9%)などがある。また，初・中級学習者にとってともに難しいと判

断されるものには，／ウ／の音，語頭の／ゾ／と／ザ／音，語頭の有声破裂音／g/,語

頭の／ラ／行音などがある。続いて，文・レベルでの初級学習者と中級学習者の結果を比較

してみると，初・中級学習者の平均誤聴率はそれぞれ23.0%と12.0%となっている。両

グループのテストで同じ調査項目であるが誤聴率の差が大きく見られるものには，／ウ／

の音（初級： 39.0%，中級： 11.5%），語中の／ハ／行音（初級： 49.5%，中級： 6.9%),

語頭の長音（初級： 18.1%，中級： 1.1%)などがある。全体の結果から見ると， 日本語

を聞き取る場合，初級学習者と中級学習者とではかなり差があることが分かる。

発音テストの結果と聞き取りテストの結果を難しさの順位によって比較すると表7 • 8 

になる。

3.4 音声上の誤りの傾向とその原因

今回の調査で明らかになった韓国人話者における日本語の音声上の誤りの傾向とその原

因について考察すると次のようになる（但し，誤りの傾向については，日本語話者が発音

テストを評定したものをもとにした）。

表9から，以下のようなことが分かる／ウ／音の場合，日本語の「ウオ」 [mo]が [uo]

（韓国語の円唇母音 [u])のように発音される傾向が見られる。それは，韓国語の「キ」

[u]が日本語の「ウ」 [m]に比べて円唇性が強く後ろ寄りで，狭母音であるので韓国人は

日本語の「ウ」 [Ul］を韓国語の「キ」 [u]で代用する傾向があるからである。例えば，

「うそ」 [mso]→[uso]

母音の無声化では，日本語のキク [khikm]が［khiku]のように発音される傾向がみ

゜られる。韓国語でも母音が無声子音に狭まれ無声化される場合がある。例えば，
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表 7 初級学習者の発音と聞き取りテストの結果の比較表

語レベル I 文レベル

OD 発 音 OD I 聞き取り I OD 発音 I OD I 聞き取り

1 I語頭の／ゾ／ I1 I／ウ／の音 I 1 I語頭の／ゾ／ I1 I語頭の／g/

2 I語尾の長音 I 2 I語中の／ハ／ I2 I語中の／k/I 2 I語中の／ハ／

3 I語頭の／ズ／ I3 I語頭の／ゾ／ I3 I語頭の／g/I 3 I語頭の／ザ／

4 I語頭の／k/I 3 I撥音 I 3 I語頭の／ザ／ I4 I語頭の／ゾ／

4 I語頭の／ツ／ I5|語尾の長音 | 5 II 語頭の／ズ／ II 5 lI ／ウ／の音

6 語中の／k/I I 6 I I語頭の／ラ/| 6 語中の／ハ／ 6 語頭の／ツ／

7 I語頭の／d/ 6 語頭の／ザ／ 7 I語頭の／ツ／ I7 促音

8 I語頭の／g/ 8 |母音の無声化 I|I 8 |語中の／t/I s I II 語頭の／ラ／

8 I語頭の／t/ 9 |語頭の／g/ 9 I| 語尾の長音 9 語頭の／cl/

10 語頭の／b/I I 10 I語頭の／ソ/|10 語頭の／b/ 10 II 撥音

11 1語中の／ハ／ n I促音 | 111拗音 11 母音の無声化

12 I拗音 I 12 I語頭の／ズ／ I12 I語頭の／d/ 12 I語頭の／ズ／

13 I語頭の／P/I 13 I語頭の／t/I 13 I語頭の／t/ 12 I| 語頭の長音

14 I語頭の／t／ | I 13 1語頭の／b/113 II ／ウ／の音 14 月罪頭の／k/

1s I語頭の／ザ／ 15 II 語頭の／t／ | 15 母音の無声化 15 II 語頭の／t/

151母音の無声化 115 語頭の／d/I 16 I語頭の／ラ／ 16 語頭の／b/

17 語頭の／ゼ／ I 17 1語中の／t/ 17 I語頭の／p／ 17 1語頭の／k/

18 I語頭の長音 I 18 I語中の／k/I 18 I語頭の／ゼ／ 18 I語尾の長音

19 I語頭の／ラ／ 1 19 |語中の／p/I 19 I語頭の／k/ 19 I| 語頭の／ゼ／

20 I／ウ／の音 |19 I拮音 |20 I語頭の長音 20 語中の／t/

21 II 虹 |21 I語頭／のゼ/|21 I撥音 21 II 拗音

22 語中の／p/I 22 I語頭の／p/I | 22 I語中の／p/ 21 語中の／p/

23 I撥音 |22 I語頭の長音 23 促音 23 I語頭の／p/

OD：順位
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表 8 中級学習者の発音と聞き取りテストの結果の比較表

語レベル I 文レベル

OD II 発 音 I |0D | 聞き取り |OD II 発音 |OD II | 聞き取り

1 語頭の／ゾ／ 1 I／ウ／の音 1 語中の／ハ/| 1 語頭の／g/

2 I語頭の／ズ／ I2 I母音の無声化|| 2 I| 語頭の／ズ／ I2 語頭の／ゾ／

3 I音頭の／g/I 3 I語頭の／ゾ／ I2 語頭の／ゾ／ I3 I語頭の／ラ／

4 I語頭の／d/I 4 I語頭の／g/I 4 I拗音 I 4 語頭の／ザ／

5 I語尾の長音 | 5 1語頭の／ザ／ 1 5 1語中の／k/I 5 I促音

6 I語頭の／ツ／ II 6 I語頭の／ラ/| 6 II I 語尾の長音 6 I語頭の／d/

7 促音 7 語頭の／b/ 7 語中の／t/I 7 I語頭の／ツ／

8 I i語頭の／t／ 1 8I I 撥音 I | 8 語頭の／b/I 8 I母音の無声化

9 I語瑯の長音 | 9 語尾の長音 I 9 II 語頭の／k/I 9 I／ウ／の音

9 I語頭の／b/I I 10 I語中の／ノ‘/| 9 語頭の／ツ／ I9I 語頭の／k/

11 語頭の／ザ／ n |I 語頭の／d/I I 11 II 語頭の／g/1 n 語頭の／p/

12 拗音 |12 語頭の／k/ 12 語頭の／k/ 12 I語尾の長音

14 I！ 語頭の／ゼ／ I13 語中の／t／ 13 | ／ウ／の音 I 13 I距中の／ハ／

15 語中の／k/115 語中の／p/ 15 I語頭の／ゼ／ 113I撥音

16 語頭の／k/115 | I語頭の／ツ／ I16 II 語頭の／ラ／ 16 II 語中の／p/

17 1語中の／p/I 17 I語頭の／t/117 語頭の／p/116 語中の／k/

17 |語中の／ハ／ II 17 I語頭の長音 I 18 I語頭の／t/I I 18 I語中の／k/

19 I母音の無声化 19 I語頭の／ズ／ 119|母音の無声化 19 語中の／ t/

19 II I 語頭の／P/I 20 I語頭の／ゼ／ 1 I 19 促音 20 I語頭の／ズ／

21 語頭の／ラ/|20 I| 促音 21 語尾の長音 I 20 拗音

22 ／ウ／の音 |20 拗音 |23 I語中の／p/I 20 I語頭の長音

23 I撥音 I 20 I語頭の／p/I 23 撥音 I 23 I語頭の／ゼ／

OD：順位
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表 9 誤りの傾向の分析表

調査項目 1 主な誤りの傾向

「ウオ」 1 「ウォ」 ([uo]，韓国語の円唇母音 [u])

「キク」 1 「キク」 ([khiku]) 

「ケンキュウ」 1 「ケンキュウ」 ([khe挑'ju:]), 「ゲンキュウ」

「パンヤ」 1 「パンヤ」 ([p'af)ja]，韓国語の硬音 [p'])

「とうきょう」 l 「トウキョウ」 ([ tho:k'jo:]), 「ドウキョウ」

「ガイコク」 1| 「ガイゴク」，「カイゴク」

「フタッ」 「フダツ」，「フダス」

「ゲンコウ」 lI 「ケンコウ」，「ゲンゴウ」

「デンキ」 「テンキ」

「ツクバ」 「チュクバ」， 「スクバ」， 「スックバ」

「ザッシ」 l 「ジャシ」，「チャッシ」，「ツォッシ」

「ズツウ」 ！ 「ヂュウッゥ」，「ツッツウ」，「ジュウッゥ」，

「ゼンゼン」 lI 「ジェンジニン」

「ゾウセッ」 「ジォウセッ」，「ズオウセッ」，「ソウセッ」

「ライゲツ」 1 「ナイゲッ」

「アサヒ」 ＼ 「アサイ」

「キッテ」 1 「キテ」

「ハッヒ°ャク」 1 「ハッパク」，「ハッピャク「，「ハッパアク」

「シンブン」 「シンブン」 ([sinbuN])

「ソウジ」 1 「ソジ」，「スォウジ」

「コショウ」 1 「コショ」，「コウショウ」

国司卦叶」 [tfhik□fik•hada] （くすんでいる）
0 0 

ところが，韓国語では母音の無声化はそれほど顕著な現象ではないし，母音の無声化が起

こる音節の数も少ないので，韓国人学習者は母音の無声化現象に敏感ではないと思われる。

韓国人話者が日本語の／p,t, k/を韓国語の／ph,th, kh/<4)あるいは日本語の／b,

g, d/，韓国語の／p', t', k'／のように発音する傾向がみられる。それは，韓国語では

日本語の無声破裂音／p, t, k／の音声的特徴に一致する音が存在せず，また，日本語で

は無声破裂音／p,t, k／が気音の強弱によって語頭と語中が区別されるが，韓国語の破裂
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音は気音の強弱と喉頭緊張によって，軟音／p,t, k/，気音／ph,th, kh/，硬音／p',

t', k'／に分けられるからである。しかし，韓国語の気音／ph,th, kh／は日本語の／p,

t, k／より気音性がかなり強いし，韓国語の／p,t, k／は日本語の／p,t, k／より気

音性が弱い音であるためである。例えば，

「韓国」 [khavk'okm］→［kha挑'oku]/[gaf)k'oku]

次に，韓国語では無声破裂音／p, t, k／が有声母音の間で有声音／b,d, g／になる

現象がある。例えば，

「7J」[kam]＋「フl」[ki]→「砂」 [kamgi]（風邪）

また韓国語では，語中の無声破裂音／p, t, k／が音節末音(5) （特に［p■, t•, k町）（6)

の後で／p', t', k'／のように硬音化(7)される現象がある。例えば，

「荻」［kak] ＋「叶」［ta]→「痴叶」 [kak•da] （行った）

従って，韓国語話者が日本語の語中の／p,t, k／を／b,d, g／あるいは／p',t', k'／の

ように発音しやすいと思われる。例えば，

「あたたかい」［atatakai]→「あただかい」［atadak'ai]／「あだだかい」 [adadak'ai]

韓国語では語頭には有声破裂音が現れないので，韓国語話者が日本語の語頭の有声破裂

音を無声破裂音／p,t, k／に発音しやすいと思われる。例えば，

「fごしヽカゞく」 [daigakm]→［taigaku] 

韓国語では日本語の／ツ／に相当する音が存在しないので，日本語の／ツ／を [tshu],

[tS'u], [s'u], [su]のように発音する可能性が高いと思われる。例えば，

「つくば」 [tshmkmba]→[tfhuk'uba]/[tf'uk'uba]/[s'uk'uba]/[suk'uba]

韓国語では外来語と特定方言を除いて語頭に [r]が立たないことと漢語の場合は／ラ／

行音が脱落する場合（己に1 立」 [radio] （ラジオ），「卦剣」 [nak•wAn] （楽園） （［r]が[n]

に変わる），「立叶」 [jori]（料理） （［i, j]に先行する場合は脱落する））もあるので日本

語の「ライゲツ」を「ナイゲッ」のように発音しやすいと思われる。

語中の／ハ／行音では日本語の「アサヒ」が「アサイ」のように発音される傾向が見ら

れる。それは，韓国語では語中の [h]が脱落してしまう現象（「咽」 [jAf)]＋「芽」 [hjav]

→「咽替」 [jAf)(h)jaf)]（影響））があるので，日本語の「ニホンジン」を「ニオンジン」

のように発音する傾向があると思われる。

促音では， 日本語のキッテ [khit口t'e)C8)が [khit'e]あるいは [kit11t'e]のようになっ

てしまう傾向が見られる。韓国語では促音に似た音節末音（特に[k•, p■, t•]）が存在す

る。しかし，それらは日本語の促音のようにそれ自体が独立した音素として存在せず，前

の音節に含まれてしまうので，日本語の促音のように独立した長さは持たない。例えば，

「咽井」 [ip町 a]（着る）

撥音については，韓国語で，日本語の撥音と似た音節末音 (/m,n, D/）があるが日

本語の撥音のように独立した長さは持たないため，日本語の拍(9)に関する感覚が欠如して

いる傾向が見られる。例えば，

「吐咽」［angjAf)]（眼鏡）

長短母音の区別では，語頭の長音より語尾の長音の発音が難しく思われる。これは，韓
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国語では長音が一音節だけに現れることと，長音が音節以下では短母音化されてしまう現

象とに関係があると思われる。例えば，

「訃」［barn:］→「そ訃」 [kunbam]（焼き栗）

4.結論

以上，韓国人話者の日本語音声上の問題点について調査を行い，分析した結果，韓国人

話者の日本語音声上の問題点をある程度明らかにすることができた。

発音テストの結果，文レベルの評定で，被調査者の日本語の発音が「意味は通じるが自

然な日本語ではない」の「O」と判定されたものが数多くあった。これは，日本語話者が

文レベルで評定を行った場合は，語レベルでの評定と違って文脈の情報の影響があるため

であると考えられる。つまり，語レベルで「ー1」（自然な日本語ではない）と判断された

項目が文レベルでは「 O」と判断される傾向が見られるのは，文脈の中では誤りの許容度

がある程度認められるからであると思われる。

聞き取りテストの結果から，初級学習者の場合，文レベルで聞き取るほうが語レベルで

聞き取るより難しいと判断されたが，中級学習者の場合は文レベルと語レベルの間で聞き

取りの能力にはそれほど差がないと判断される。また，初級と中級学習者の結果から，初

級レベルで難易度の高い項目でも，中級レベルではそれほど問題にならないものと中級レ

ベルでも問題になるものがある。前者は，ある程度の学習によって改善できるものと思わ

れるが，後者は，韓国語話者においては非常に難しいものであると考えられる。これにつ

いては今後の研究によって明らかにしていきたい。

アンケート調査による被調査者の主観的な評定の結果と発音及び聞き取りテストの結果

を比校してみると，かなり違った傾向が見られる。また，音声上の誤りの傾向には，特

に，日本語の音声的特徽に一致する音が韓国語に存在しない場合は，韓国語の音を代用す

る母国語の千渉現象が見られる。

以上の結果から，今回取り上げた問題点はそれぞれ重大な問題であることを再認識した。

そして，これらの問題点を一つ一つ徹底的に分析し韓国人話者のためのより効果的な日本

語教育の指導法や教材などを開発しなければならない。

今後の課題は，今回問題にしなかったアクセント及びアクセント以外の諸要因について

も研究しなければならないということである。音響音声学的な観点からも分析すべきであ

る。なお，音声上の誤りの教育的な比重について考えなければならない。

注

(1)稲葉継雄 (1978)，李明姫 (1986)，金淑子 (1983)，金貞淑他 (1978)，辛容泰 (1987),

山田辛宏 (1963)。

(2)東京方言者である。

(3)語レベルの調査項目：「れんらく」

文レベルの調査項目：「あしたれんらくしてください。」

(4)本研究では，韓国語の有気音を表す記号は本来 [kh]のように [h]を右上に付けるべきものだが，

日本語の語頭の有気音と区別のために，他の音声記号と並べて置くことにする。また，音声特徴的
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な面では，韓国語の有気音が日本語のそれよりかなり強い。

(5)韓国語では，音節末音は ([k,p, t, I, m, n, D]）の 7つに限られる（李詰沫 (1985)p. 70)。

(6)［■］は内破音を表すもので，韓国語の破裂音／p,t,k／は語末が／p,t, k／で終わる場合と， 後

続する音節の頭音が／p,t, k／の場合は音節末で破裂されないで閉鎖の状態を保つ（大坪一夫監

修 (1987)p.84)。

(7)韓国語で[']のような硬音を表すもの（「要」 [k'ot町）は， 日本語で撥音あるいは促音の後に来る

無声子音を表すもの（「立派」 [rip■p'a])よりは喉頭緊張が強い（上同 p.82)

(8)内破と内破の持続部のみで調音を打ち切る場合を［口］のように示す。（城生栢太郎 (1988)p. 134) 

(9)拍については異論があるが，本研究では開査の単位として用いることにする。
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